
申問　：問い合わせ　　：申し込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
東
濃
の
地
酒
を
美
濃
焼
の
酒
器

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
市
内
の
蔵
元
を
は
じ
め
、

東
濃
に
あ
る
各
蔵
か
ら
自
慢
の
地

酒
が
集
合
。
多
彩
な
美
濃
焼
の
酒

器
で
お
酒
を
味
わ
え
る
ほ
か
、
東

濃
の
食
材
を
使
っ
た
美
味
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。

□
と
き
　
❶
３
月
１６
日
㈮
午
後
５

時
～
９
時
❷
３
月
１７
日
㈯
正
午
～

午
後
８
時
❸
３
月
１８
日
㈰
正
午
～

午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
下

屋
外
ス
ペ
ー
ス
（
名
古
屋
市
）

□
料
金
　
▽
前
売
＝
２
５
０
０
円

▽
当
日
＝
３
０
０
０
円

※
料
金
は
各
日
ご
と
に
必
要
で
す

□
内
容
　
会
場
で
入
場
チ
ケ
ッ
ト

と
引
き
換
え
で
、
タ
イ
ル
コ
イ
ン

（
通
貨
８
枚
）
と
、
お
好
み
の
酒

器
（
１
個
）、
和
ら
ぎ
水
な
ど
を

渡
し
ま
す
。地
酒
と
お
つ
ま
み
は
、

全
て
タ
イ
ル
コ
イ
ン
と
引
き
換
え

で
す
。

問
　
ミ
ー
ツ
ト
ー
ノ
ー
志
０
５
２

―
２
４
１
―
０
２
３
３

　
正
家
廃
寺
が
成
立
す
る
基
盤
と

も
な
っ
た
律
令
体
制
と
美
濃
の
人

臣
が
活
躍
し
た
「
壬
申
の
乱
」、

古
代
寺
院
建
立
の
基
盤
と
な
る
飛

鳥
の
諸
遺
跡
に
つ
い
て
講
演
を
開

催
し
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
１７
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
講
演
者
・
演
題
　
❶
近
藤
大
典

氏
（
県
博
物
館
学
芸
員
）『
壬
申

の
乱
と
美
濃
』
❷ 

相
原
嘉
之
氏

（
明
日
香
村
教
育
委
員
会
文
化
財

課
長
）『
酒
船
石
遺
跡
と
飛
鳥
池

工
房
遺
跡
』

問
　
生
涯
学
習
課（
内
線
４
７
１
）

　
初
め
て
の
お
子
さ
ん
が
１
歳
を

迎
え
た
親
を
対
象
に
、
ひ
よ
こ
パ

パ
マ
マ
学
級
を
開
催
し
ま
す
。
学

級
で
は
「
子
ど
も
の
健
康
と
生
活

リ
ズ
ム
」
や
「
子
ど
も
と
の
遊
び
」

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
１８
日
㈰
午
前
１０
時

（
受
け
付
け
開
始
は
午
前
９
時
半
）

□
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
平
成
２９
年
１
月
生
ま
れ

か
ら
平
成
２９
年
３
月
生
ま
れ
ま
で

の
第
１
子
が
い
る
親

※
対
象
の
方
に
は
別
途
案
内
を
送

付
し
ま
す

□
講
師
　
蜂
谷
明
子
氏
（
蜂
谷
医

院
医
師
）

問
　
子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
７

１
）

　
懸
命
に
生
き
る
動
物
た
ち
の
姿

を
通
し
て
、
私
た
ち
の
命
の
尊
さ

や
死
、
命
の
食
事
、
暮
ら
し
と
環

境
な
ど
親
子
で
一
緒
に
考
え
ま
せ

ん
か
。

□
と
き
　
３
月
２５
日
㈰
午
前
９
時

半
～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ
（
長
島
町
）

□
講
師
　
前
田
敬
生
氏
（
前
田
動

物
病
院
）

問
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
志

２
５
―
１
５
１
５
（
月
、
火
曜
日

休
館
）

　
陶
芸
っ
て
難
し
い
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
小
皿
に
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
驚
く
ほ
ど

簡
単
に
、
と
て
も
す
て
き
な
作
品

が
出
来
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
１１
日
㈰
▽
午
前
の

部
＝
午
前
１０
時
～
正
午
　
▽
午
後

の
部
＝
午
後
１
時
半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員
　
各
部
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
５
０
０
円

□
内
容
　
丸
型
や
角
型
の
直
径
１１

㌢
㍍
以
内
の
小
皿
を
５
枚
制
作
。

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

□
作
品
の
引
き
渡
し
　
３
月
下
旬

□
申
込
期
限
　
３
月
１０
日
㈯

申
・
問
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ

ー
志
５
６
―
４
５
６
７
（
木
曜
日

休
館
）

　
平
成
３０
年
度
の
市
民
農
園
（
貸

し
農
園
）
の
使
用
者
を
募
集
し
ま

す
。
都
市
農
村
交
流
の
た
め
に
開

設
し
て
い
る
市
民
農
園
で
、
自
分

専
用
の
区
画
を
使
い
、
野
菜
作
り

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
こ
ろ
　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那

（
長
島
町
）

□
対
象
　
非
農
家
の
世
帯

□
募
集
区
画
　
１２
区
画
（
１
区
画

は
３０
平
方
㍍
、
１
世
帯
に
つ
き
２

区
画
ま
で
）

□
料
金
　
１
区
画
当
た
り
５
１
４

０
円
／
年

□
申
込
期
限
　
３
月
１６
日
㈮

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
・
問
　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
志

２
５
―
８
０
０
８
（
月
、
土
、
日

曜
日
、
祝
日
休
館
）

　
市
立
恵
那
病
院
で
は
、
糖
尿
病

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

健
康
管
理
を
し
て
も
ら
う
た
め
、

糖
尿
病
予
防
の
調
理
実
習
を
開
催

し
ま
す
。
管
理
栄
養
士
の
指
導
の

下
、
材
料
や
調
味
料
を
計
量
し
て

料
理
を
作
り
、
食
事
療
法
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
す
。
家
族

や
友
人
な
ど
、
複
数
で
の
参
加
も

可
能
で
す
。

□
と
き
　
４
月
２２
日
㈰
午
前
１０
時

半
～
午
後
１
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
５
０
０
円
／
人

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

ふ
き
ん
１
枚

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
申
込
期
限
　
４
月
６
日
㈮

申
・
問
　
市
立
恵
那
病
院
医
事
課

志
２
６
―
２
１
２
１
（
平
日
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
）

　
東
美
濃
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
ク
リ
の
産
地
で
、
地
域
の

産
業
を
担
う
重
要
な
農
作
物
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
高
齢
化
や
後
継
者
不

在
の
影
響
で
将
来
的
な
産
地
縮
小

が
懸
念
さ
れ
、
ク
リ
栽
培
を
や
め

る
方
の
ク
リ
園
を
新
規
就
農
希
望

者
へ
つ
な
ぐ
「
ク
リ
園
継
承
（
園

地
流
動
化
）
の
体
制
づ
く
り
」
な

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ク
リ
園

を
手
放
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
方

は
、情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
対
象
　
面
積
１０
ア
ー
ル
以
上
で

植
栽
本
数
４０
本
以
上
の
耕
作
地

□
そ
の
他
　
情
報
提
供
の
際
は
住

所
と
氏
名
、
連
絡
先
、
手
放
す
時

期
な
ど
も
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
情

報
提
供
を
受
け
、
現
況
確
認
な
ど

調
整
を
行
い
ま
す
。

申
・
問
　
県
恵
那
農
林
事
務
所
農

業
普
及
課
志
２
６
―
１
１
１
１

　
恵
那
市
生
活
学
校
は
生
活
者
の

視
点
を
生
か
し
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
や
健
康

と
食
生
活
の
改
善
、
子
育
て
支
援

な
ど
、
地
域
社
会
の
身
近
な
問
題

や
課
題
を
行
政
や
企
業
と
話
し
合

い
、
解
決
を
目
指
す
女
性
の
会
で

す
。
生
活
の
中
で
の
身
近
な
課
題

に
つ
い
て
、
仲
間
と
一
緒
に
楽
し

く
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

□
定
例
活
動
　
毎
月
第
２
火
曜
日

午
前
９
時
半
～
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
市
民
会
館（
長
島
町
）

※
変
更
の
場
合
あ
り

□
昨
年
の
活
動
　
廃
油
せ
っ
け
ん

作
り
、
市
政
の
勉
強
、
音
楽
療
法
、

太
極
拳
講
座
の
受
講
な
ど

□
会
費
　
１
０
０
０
円
／
年

※
岩
村
コ
ミ
セ
ン
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
岩
村
生
活
学
校
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
・
問
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
４

７
３
）

□
職
種
　
国
税
専
門
官

□
対
象
　
❶
昭
和
６３
年
４
月
２
日

～
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
❷
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
方
や
平

成
３１
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方
❸
人
事
院
が
❷
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
方

□
申
し
込
み
方
法
　
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
申
し
込
む
。

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
申
し
込
み
が
で

き
な
い
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い□
申
込
期
間
　
３
月
３０
日
㈮
午
前

９
時
～
４
月
１１
日
㈬
受
信
有
効
　

□
試
験
日
　
▽
１
次
＝
６
月
１０
日

㈰
　
▽
２
次
＝
７
月
１１
日
㈬
～
１９

日
㈭
の
い
ず
れ
か
指
定
す
る
日

申
・
問
　
名
古
屋
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
係
志
０
５
２
―
９
５
１

―
３
５
１
１
（
内
線
３
４
５
１
）

　　【変更内容】

種別 現行 改正後

自動車

入場後１時間までは無料 入場後１時間３０分までは無料

１時間を超え３時間までは
３０分ごとに５０円 １時間３０分を超える場合は

３０分ごとに５０円３時間を超える場合は
３０分ごとに６０円

１，０００円到達後２４時間までは１，０００円

２４時間を超える場合は、３０分ごとに６０円
※２４時間ごとに１，０００円の上限あり

２４時間を超える場合は、３０分ごとに５０円
※２４時間ごとに１，０００円の上限あり

問

国
税
局
の
職
員

案
内

募
集

次
代
の
担
い
手
へ
つ
な
ぐ

ク
リ
園
の
情
報

Ｍミ

ー

ツ

Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
　
Ｔト

ー

ノ

ー

Ｏ
Ｎ
Ｏ

東
濃
の
地
酒
と
美
濃
焼

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
」

市
民
農
園
の
使
用
者

初
心
者
向
け
小
皿
教
室
の

参
加
者

暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
る

生
活
学
校
の
会
員

歴
史
講
演
会

糖
尿
病
予
防
の
調
理
実
習

参
加
者

ひ
よ
こ
パ
パ
マ
マ
学
級

命
の
大
切
さ
を
親
子
で
学

ぶ
講
座

▲小皿の柄を選んで作陶する▲昨年の会場

駅西駐車場では、４月１日㈰から駐車場料金の一部が変更されます。
変更内容は無料時間の３０分延長と、無料時間後の３０分単価の変更です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恵那駅西駐車場志２６‐５２１１、都市住宅課（内線２３９）

４月１日から駅西駐車場の料金が変更になります
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

　
第
１４
回
広
重
賞
恵
那
市
こ
ど
も

版
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
市
内
３２
の

こ
ど
も
園
・
保
育
園
・
小
中
学
校

か
ら
、
２
７
１
０
点
の
応
募
が
あ

り
、
こ
の
う
ち
１
７
０
点
が
特
別

賞
、
奨
励
賞
、
入
選
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
特
別
賞
と
奨
励
賞
を
受
賞

さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
、
白
抜
き
数
字
は
学
年
）

□
特
別
賞
　
▽
広
重
賞
＝
纐
纈
琉

心
（
飯
地
小
学
校
❸
）　
▽
市
長

賞
＝
田
中
竜
之
介
（
大
井
第
二
小

学
校
❹
）　
▽
市
議
会
議
長
賞
＝

小
栗
光
（
長
島
小
学
校
❺
）　
▽

市
教
育
長
賞
＝
市
川
絢
葉
（
や
ま

び
こ
こ
ど
も
園
年
中
）　
▽
中
山

道
広
重
美
術
館
館
長
賞
＝
柘
植
友

愛
（
中
野
方
こ
ど
も
園
年
長
）　

▽
市
文
化
振
興
会
会
長
賞
＝
伊
藤

僚
梧
（
飯
地
小
学
校
❶
）　
▽
恵

那
商
工
会
議
所
会
頭
賞
＝
小
栗
ま

ほ
和
（
恵
那
北
中
学
校
❸
）　
▽

市
恵
南
商
工
会
会
長
賞
＝
土
屋
結

愛
（
上
矢
作
小
学
校
❹
）
▽
市
商

店
街
連
合
会
会
長
賞
＝
佐
々
木
凰

輝
（
三
郷
小
学
校
❷
）
大
野
隼
人

（
恵
那
西
中
学
校
❷
）　
▽
市
観
光

協
会
会
長
賞
＝
伊
東
聖
夏
（
大
井

第
二
小
学
校
❷
）
櫻
井
千
輝
（
明

智
小
学
校
❸
）　
▽
市
小
中
学
校

校
長
会
会
長
賞
＝
水
野
耕
助
（
恵

那
北
小
学
校
❺
）　
▽
明
知
鉄
道

社
長
賞
＝
竹
内
莉
理
（
岩
邑
小
学

校
❶
）　
▽
日
本
大
正
村
理
事
長

賞
＝
伊
藤
慶
大（
明
智
小
学
校
❻
）

▽
恵
那
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長

賞
＝
町
野
秀
明（
大
井
小
学
校
❹
）

▽
恵
那
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長

賞
＝
安
藤
愛
優
菜
（
武
並
小
学
校

❷
）
▽
恵
那
青
年
会
議
所
理
事
長

賞
＝
安
江
朔
斗
（
大
井
第
二
小
学

校
❺
）

□
奨
励
賞
　
黒
地
光
希
（
大
井
こ

ど
も
園
年
長
）
岸
本
流
依
（
武
並

こ
ど
も
園
年
長
）各
務
叶
那
翔（
二

葉
こ
ど
も
園
年
中
）
伊
藤
春
（
山

岡
こ
ど
も
園
年
長
）纐
纈
美
麗（
飯

地
小
学
校
❸
）
舘
林
燈
代
蔵
（
飯

地
小
学
校
❹
）
可
知
想
埼
（
武
並

小
学
校
❶
）
佐
藤
優
眞
（
武
並
小

学
校
❸
）
佐
々
木
悠
人
（
長
島
小

学
校
❶
）
千
藤
和
亜
（
東
野
小
学

校
❸
）
原
し
ゅ
う
（
東
野
小
学
校

❺
）
伊
藤
和
愛
（
大
井
第
二
小
学

校
❹
）
丸
山
琴
音
（
三
郷
小
学
校

❶
）
小
栗
優
璃
（
三
郷
小
学
校
❸
）

黒
柳
界
斗
（
三
郷
小
学
校
❺
）
成

瀬
天
麻
（
三
郷
小
学
校
❻
）
ロ
イ

ド
太
芽
（
岩
邑
小
学
校
❷
）
西
尾

來
笑
（
岩
邑
小
学
校
❸
）
梶
田
大

翔
（
岩
邑
小
学
校
❺
）
纐
纈
尚
果

（
山
岡
小
学
校
❸
）
中
垣
香
依
良

（
明
智
小
学
校
❶
）
服
部
昊
（
明

智
小
学
校
❷
）
伊
藤
理
人
（
明
智

小
学
校
❻
）
堀
楓
（
串
原
小
学
校

❺
）
塚
田
稀
空
（
上
矢
作
小
学
校

❷
）
種
村
咲
良
（
恵
那
東
中
学
校

❷
）
永
冶
悠
翔
（
恵
那
北
中
学
校

❸
）
安
藤
ひ
よ
り
（
明
智
中
学
校

❶
）

問
　
中
山
道
広
重
美
術
館
志
２
０

―
０
５
２
２
（
月
曜
日
休
館
）

　
４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
よ
り
、
介
護
老
人
保

健
施
設
ひ
ま
わ
り
の
運
営
を
、
公

益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会

（
本
部
・
東
京
都
）
が
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
市
の
運
営
と
変
わ
り

な
く
、「
地
域
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

隣
人
愛
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

一
人
一
人
の
命
と
個
人
の
尊
厳
を

守
る
こ
と
を
第
一
に
、
利
用
者
の

自
立
を
支
援
し
、
地
域
や
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
心
温
か

な
ケ
ア
を
目
指
し
ま
す
。

問
　
高
齢
福
祉
課（
内
線
１
６
４
）

　
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る
家
庭

に
井
戸
水
が
あ
る
場
合
は
、
世
帯

人
数
で
下
水
道
使
用
料
を
計
算
し

て
い
ま
す
（
井
戸
水
用
メ
ー
タ
ー

を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
除
く
）。

世
帯
人
数
は
、
実
際
に
住
ん
で
い

る
人
数
で
す
。
転
入
や
転
出
、
出

生
、
死
亡
な
ど
で
世
帯
人
数
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
届
出
事
項
変
更

届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
料
の
計
算
方
法
が
不
明
な
場

合
な
ど
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
　
上
下
水
道
課（
内
線
２
１
８
）

　
地
域
ぐ
る
み
で
鳥
獣
対
策
を
考

え
て
い
る
集
落
を
対
象
に
、
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
を
貸
し
出
し
ま
す
。

被
害
を
与
え
て
い
る
動
物
の
種
類

や
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
対
策

に
役
立
ち
ま
す
。

□
対
象
　
鳥
獣
被
害
を
受
け
、
対

策
を
考
え
て
い
る
集
落

□
貸
出
期
間
　
２
週
間

申
・
問
　
林
政
課（
内
線
３
６
３
）

　
串
原
中
沢
２
地
区
の
地
籍
調
査

が
終
了
し
、
登
記
が
完
了
し
ま
し

た
。
市
内
の
地
籍
調
査
登
記
完
了

面
積
は
１
８
２
・
０７
平
方
㌔
㍍
と

な
り
、
完
了
率
は
４０
・
２２
㌫
と
な

り
ま
し
た
。

□
調
査
地
区
　
串
原
字
上
沢

□
調
査
面
積
　
１
・
１８
平
方
㌔
㍍

□
調
査
後
筆
数
　
４
０
９
筆

□
登
記
完
了
日
　
２
月
１
日

□
そ
の
他
　
境
界
杭
や
基
準
杭
は

大
切
に
保
全
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
建
設
課
（
内
線
１
１
１
）

こ
ど
も
版
画
コ
ン
ク
ー
ル

特
別
賞
と
奨
励
賞

地
籍
調
査
事
業
の
登
記
完

了 鳥
獣
被
害
確
認
用
カ
メ
ラ

の
貸
し
出
し

市
介
護
老
人
保
健
施
設
ひ

ま
わ
り
の
指
定
管
理
開
始

　
写
真
展
を
通
じ
て
明
知
鉄
道
の

魅
力
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
、
魅
力
あ
る
明
知
鉄
道
を
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
３
月
２７
日
㈫
～
４
月
１

日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

問
　
明
知
鉄
道
連
絡
協
議
会
（
観

光
交
流
課
内
・
内
線
３
８
８
）

　
固
定
資
産
税
を
納
税
し
て
い
る

方
は
、
本
人
の
固
定
資
産
の
価
格

が
適
正
か
判
断
す
る
た
め
、
比
較

し
た
い
土
地
や
家
屋
の
価
格
な
ど

を
縦
覧
帳
簿
で
確
認
で
き
ま
す
。

□
縦
覧
期
間
　
４
月
２
日
㈪
～
５

月
１
日
㈫
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時
１５
分
（
土
、
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

□
縦
覧
場
所
　
税
務
課
（
本
庁
舎

１
階
）、
恵
那
南
部
振
興
事
務
所

□
縦
覧
で
き
る
人
　
市
内
の
土
地

や
家
屋
の
固
定
資
産
の
納
税
者

□
持
ち
物
　
本
人
が
確
認
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
印

鑑
（
法
人
の
み
）、
代
理
人
の
場

合
は
委
任
状

□
料
金
　
無
料
（
写
し
の
交
付
は

で
き
ま
せ
ん
）

問
　
税
務
課
（
内
線
１
３
４
）

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
が
全
国
で
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
国
か
ら
送
信
さ
れ
た
緊
急
情
報

を
市
町
村
が
正
し
く
受
信
し
、
瞬

時
に
放
送
す
る
た
め
に
行
う
訓
練

で
す
。
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡

声
子
局
と
、
各
世
帯
の
音
声
告
知

器
で
放
送
が
流
れ
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
１４
日
㈬
午
前
１１
時

分
ご
ろ

□
放
送
内
容
　
❶
チ
ャ
イ
ム
❷

「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」
を
３
回
❸
「
こ
ち
ら
は
広

報
え
な
で
す
」
❹
チ
ャ
イ
ム

申
・
問
　
危
機
管
理
課
（
内
線
３

５
４
）

　
公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
が
、
不
動
産
価
格
の

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
３
日
㈫
午
後
１
時

～
３
時

□
と
こ
ろ
　
市
民
会
館（
長
島
町
）

□
内
容
　
不
動
産
価
格
（
売
買
、

交
換
、
賃
貸
借
）
に
関
す
る
相
談

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
予
約
は
不
要
で
す
。

問
　
公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会
志
０
５
８
―
２
７

４
―
７
１
８
１

明
知
鉄
道
写
真
展

土
地
と
家
屋
の
価
格
を
縦

覧

不
動
産
価
格
の
無
料
相
談

会

井
戸
水
を
下
水
道
で
利
用

の
場
合
は
届
け
出
が
必
要

　４月１日㈰から水道料金と下
水道使用料の納付が、コンビニ
エンスストアでも可能になりま
す。ただし、納入通知書記載金
額が３０万円を超えるものや金
額を訂正してあるもの、汚れな
どでバーコードが読み取れない
ものは利用できません。
　納入通知書の様式も変更とな
りますが、現在使用している納
入通知書は、コンビニエンスス
トア以外であれば４月以降も利
用できます。各通知書の様式と

納付可能なコンビニエンススト
アは、市ウェブサイトをご覧く
ださい。
　　上下水道課（内線２２２）

４月１日から水道料金・下水道使用料

コンビニ納付ができるようになります

問

　
市
で
は
、
森
林
の
多
面
的
機
能

を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
間
伐

を
推
進
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
と

考
え
、間
伐
事
業
に
対
す
る
補
助
、

未
利
用
材
搬
出
補
助
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
よ
り
間
伐
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
山
の
手
入
れ
が
で
き

る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、「
清

流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」
を

活
用
し
て
、
市
民
参
加
型
間
伐
モ

デ
ル
林
実
習
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。

□
期
間
　
平
成
２９
年
５
月
～
平
成

３０
年
２
月
（
全
１０
回
）

□
参
加
者
　
４０
人

□
内
容
　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
採
技

術
、
集
材
・
搬
出
自
習
な
ど
。

問
　
林
政
課
（
内
線
３
６
３
）

森
林
環
境
税
で
森
林
整
備

技
術
講
座
を
実
施

防
災
行
政
無
線
の
情
報
伝

達
訓
練

▲『絶対、ストライク入れるぞ！』

▲青空に映える明知鉄道

特別賞・広重賞の作品

紹
介

▲伐採技術を学ぶ
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